
 

博士課程前期・後期として新たなスタート 
平成17(2005)年に設立した保健福祉学専攻修士課程は、令和４(2022)年４月から、博士課程前期となり、新たに博士課程
後期が開設されました。 

専攻長メッセージ 
県立広島大学総合学術研究科保健福祉学専攻の養成する人材像は、“ 地域が抱える保健福祉サー

ビスの課題を科学的に実証し、その保健福祉サービスを実践現場で浸透させる能力を有し、生涯にわた
り専門能力開発を続け、保健福祉専門職全般の生涯学修を促進する研究力・実践力・教育力の全てを備
えた高度専門職業人を育成する” ことです。この理念のもとに、保健福祉学専攻修士課程において育成さ
れた修了生は、地域が抱える課題を解決するために、臨床現場、教育現場などで活躍しています。 
学習環境の工夫としては、長期履修制度、オンライン授業の導入、夜間・土日の授業開講などが 

あり、社会人学生が学びやすいようにしています。 
大学院で学ぶと、単に研究能力が向上するだけではなく、働く上で必要な問題解決能力が向上します。

医療福祉の様々な専門家が集まるこの大学院で、共に学び、国内外に発信することができる人材をお待ちし
ています。 

分野・領域 

保健福祉学専攻長 

西上 智彦 

  地域保健学・実践看護学分野   総合リハビリテーション分野   ヒューマンサービス分野  

◆運動行動障害学領域 

◆作業遂行障害学領域 

◆コミュニケーション障害・脳科学領域 

学修環境 
次の制度により、社会人の大学院生が、仕事をしながら学修することができます。 

◆長期履修制度（前期では最長４年、後期では最長６年） 

職業をもっていたり、子育てや介護など家庭の仕事を担っていたりする場合
には長期履修制度を利用できます。 

◆オンライン授業の導入 
対面授業だけでなく、オンライン授業やハイブリッド授業も行っています。 

◆夜間や土日の授業開講 

◆履修学生と教員との協議による履修日時の調整 
履修学生と教員との協議により時間割に記載されている履修日時を変更
できることがあります。 

 ◆専修学校を修了した方について 
専修学校の専門課程を修了しており、志望する専門分野に関する業務の実
務経験が３年以上ある方は、受験資格があります。詳細は、学生募集要項
を確認してください。

保健福祉学専攻 
博士課程前期・後期 

総合学術研究科 



 

地域課題の理解と

科学的検証 

 

保健福祉サービス

の実践 

 

専門能力開発

の推進 

 

 

育成する人材像 

保健福祉学専攻 

地域が抱える保健福祉サービスの課題を科学的に実証し、その保健福祉サービスを実践現場で浸透させる能力を有し、生
涯にわたり専門能力開発を続け、保健福祉専門職全般の生涯学修を促進する高度専門職業人を育成する。 

 

 

 
前期 自身の専門分野におけるリーダー 

 

 

 

前期 自身の専門分野におけるリーダー 

後期 学術的研究チームにおけるリーダー 

 
 

後期 多職種連携チームにおけるリーダー 

 

 

 
前期 自身の専門能力開発( Professional Development) と後輩や学生を指導する教育者 

後期 自身の専門能力開発に加えて、多職種が抱える課題を理解し、研究指導などを行い、保
健福祉専門職全般の専門能力の開発を促進することができる実践現場や大学などで働く
教育者 

 

 

ディプロマ・ポリシー 
 

  前期  

地域が抱える保健福祉サービスの課題解決
に関する背景を理解し、研究課題を明確に
し、その課題を解明するための適切な研究
方法を選択できる 

  後期  

地域が抱える保健福祉サービスの課題に対
して、研究者として自立して科学的に検証
することができる。 

  前期  

科学的検証を通して得られた知見を実践現
場に還元することができる。 

 
  後期  

地域が抱える保健福祉サービスの課題を理
解し、様々な手法を用いて解決することが
でき、その保健福祉サービスを現場に浸透さ
せることや制度に反映させることができる。 

  前期  

保健福祉分野における専門職として自己の
実践を省察し、自身の専門能力開発に取り
組み、質の高い実践を行うことができる。 

 
  後期  

自身の専門能力の開発に加えて、多職種の教
員が実施する科目を履修し、学際的に学修す
ることで、幅広い学識を養い、多職種に対し
ても研究指導・実践指導などができ、保健福
祉専門職の専門能力の開発を促進することが
できる。 

専門能力を促進することができる人 

地域が抱える保健福祉サービスの課題を科学的に探究することができ、さらに、実践現場に

還元することができる大学などで働く研究者 

地域が抱える保健福祉サービスの課題を理解し、それらを解決するための研究を実施し,そ

の結果を実践現場で浸透させることができる保健福祉分野で働く実践現場リーダー 
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体 
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な 

人 
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例 



 

地域課題の理解と

科学的検証 

 

保健福祉サービス

の実践 

 

専門能力開発

の推進 

 

カリキュラム・ポリシー 
 

  前期  

共通科目、専門科目 

  後期  

専門科目 

  前期  

専門科目、特別研究 

  後期  

専門科目 

  前期  

共通科目、専門科目 

  後期  

分野・領域共通科目 
 

 
 

アドミッション・ポリシー 
前期 保健・医療・福祉分野において地域社会の様々な課題を解決しうる専門職として、高度な知識と技能を学ぶ意欲に      

満ちた人 
後期 保健福祉において専門職としての実務経験を持ち、医療を含む保健福祉学における研究を行い、論文を執筆した経

験がある人 
 

 

専門教育科目の特色 
◆保健福祉全般にかかる「共通科目」、各専門分野・領域ごとの「専

門科目」に分かれています。 

◆ 研究は、複数の教員がチームで指導し、中間および終了時に論
文発表会を行います。 

 

 
 

前期 保健福祉の地域課題の理解と解決のために必要な知識・技能について学びます。 
 

後期 地域社会における保健福祉分野の課題を専門的、及び学際的に学び、科学的観点からその     
解決方法を模索し、実践できる知識・技能を学びます。 

 
 

 

 

 

 

前期  分野・領域ごとに科目が設定され、特別研究では、研究を行い、修士論文を完成させます。 
高度専門職人材として成長を続けるための知識・技能・態度を学びます。 

後期  講義と演習では、学生の専門分野とは異なる分野の科目を履修することにより、多職種チ
ームでのリーダーとなるための知識・技能を学びます。特別演習では、博士論文となる研
究を通して、倫理的な配慮を身につけるとともに、適切な方法論を用いて自ら研究を推進
し、その結果発表に取り組むための知識・技能・態度を学びます。 

 

 

 

お問い合わせ先 

県立広島大学   三原キャンパス   教学課 

〒723 - 0053 広島県三原市学園町1 番1 号   TEL ( 0848 ) 60 - 1126 ( 直通 ) 

E-mail：kyogaku@pu-hiroshima.ac.jp 

学修成果は、授業における議論への参加度、レポートや特別研究の完成度等により総合的に評価を行う。 

 
共通科目 

 
専門科目 
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